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２０２２年度施行の学習指導要領では、科目「保健」において、現代社会の新

たな健康課題と関連して、これまでに取り扱いが少なかった内容が追加されてい

ます。令和３年３月に発行された、改訂「生きる力」を育む高等学校保健教育の

手引等にも新たな内容（がん教育や精神疾患への対応、災害対策など）について

の授業づくりが示されていますが、今なお、各学校では新たな内容の授業づくり

を模索していることが予想されます。 

また、コロナ禍を経て、生徒一人が一台のタブレット端末を使用するようにな

り、より効率的で深い学びの実現に向けて、ＩＣＴの利活用が推奨されています。 

この度の、ＩＣＴを活用した科目「保健」の新たな内容（がん教育、精神疾患）

及び応急手当における授業づくりについての本研究が、本県保健教育への一助と

なることを希望します。 



 

 

 

 

 

生活習慣病などの予防と回復 

－がんの予防と回復－ 
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１．単元名 生活習慣病などの予防と回復 －がんの予防と回復－ 

２．単元の目標 

⑴がんの予防と回復について，自他や社会の課題を発見し，その解決を目指した活動を通して，健康
の保持増進とがんの予防と回復には，運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活の実践や早期
発見，治療及び社会的な対策が必要であることを理解することができるようにする。   

⑵がんの予防と回復について，課題を発見し，健康や安全に関する原則や概念に着目して解決の方法
を思考し判断するとともに，それらを表現することができるようにする。  

⑶がんの予防と回復についての学習に主体的に取り組むことができるようにする。  
３．単元について 

健康を保持増進するためには，一人一人が健康に関して深い認識を持ち，自らの健康を適切に管理
すること及び環境を改善していくことが重要である。 

本単元では，がんの発症を予防するためには適切な運動，食事，休養及び睡眠など，調和のとれた
健康的な生活を続けることが必要であること，健康診断やがん検診などを定期的に受診することが必
要であることを理解できるようにする。その際，がんにはさまざまな種類があり，生活習慣のみなら
ず細菌やウイルスの感染などの原因もあることについて理解できるようにする。 

また，がんの回復においては，さまざまな治療法があること，患者や周囲の人々の生活の質を保つ
ことや，緩和ケアが重要であることについて理解できるようにする。さらに，がんの予防と回復には，
個人の取組に加えて，健康診断やがん検診の普及，正しい情報の発信など社会的な対策が必要である
ことを理解できるようにする。 

日常生活にスポーツを計画的に取り入れることが，がんの予防と回復に有効であることについても
取り上げ，習得した知識を基に自他の生活習慣や社会環境を分析し，リスクの軽減と生活の質の向上
に必要な個人の取組や社会的な対策を整理し，実践できる力を育成したい。  

４．単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①がんには，肺がん，大腸がん，

胃がんなどさまざまな種類が

あり，生活習慣のみならず細

菌やウイルスの感染などの原

因もあること，予防には，個人

の取組の生活習慣改善などが

必要であることについて，理

解したことを言ったり書いた

りしている。 

②がんの予防と回復には，健康

診断やがん検診の普及，正し

い情報の発信など社会的な対

策が必要であることについ

て，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

①がんの予防について，習得し

た知識を基に自他の生活習慣

や社会環境を分析し，リスク

の軽減と生活の質の向上に必

要な個人の取組や社会的な対

策を整理したり，説明してい

る。 

②がんの治療と回復について，

患者やその家族の緩和ケアが

重要であることを理解し，緩

和ケアの課題やその解決と支

援の方法について整理した

り，説明している。 

①がんの予防と回復において，

個人の取組や社会的な対策に

ついての学習に関心を持ち，

主体的に取り組もうとしてい

る。 
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５．指導と評価の計画 

時間 ねらい・学習活動 重点 評価方法 

１ 

が
ん
の
種
類
，
原
因
と
予
防 

がんには，肺がん，大腸がん，胃がんな

どさまざまな種類があり，生活習慣のみ

ならず細菌やウイルスの感染などの原因

があることについて理解できるようにす

る。 

がんの予防について，個人の取組とと

もに，健康診断やがん検診の普及，正しい

情報の発信など社会的な対策が必要であ

ることを理解し，自他の考えをまとめ，発

表できるようにする。 

１．がんの種類とリスク要因を理解する。 

２．がんの予防について理解する。 

３．学習のねらいを知る。 

４．がんの予防法を分類し，グループの意

見をまとめ発表する。 

５．本時の学習のまとめをする。 

態 

① 

 

 

 

知 

① 

 

 

 

 

（学習活動４） 

がんの予防と回復について，個人の取組や

社会的な対策についての学習に関心を持

ち，主体的に取り組もうとしている状況を

【観察】で捉える。（態―①）  

（学習活動５） 

がんには，肺がん，大腸がん，胃がんなど

さまざまな種類があり，生活習慣のみなら

ず細菌やウイルスの感染などの原因もあ

ること，予防には，個人の取組である生活

習慣改善などが必要であることについて

理解した内容を【クラウド型授業支援アプ

リのテキスト】で捉える。（知―①） 

 

２ 

が
ん
の
予
防 

がんの予防には，健康診断やがん検診の

普及など社会的な対策が必要であること

について理解できるようにする。習得した

知識を基に自他の生活習慣や社会環境を

分析し，リスクの軽減と生活の質の向上に

必要な個人の取組や社会的な対策を整理

しながら説明できるようにする。 

１．前時の学習を振り返る。 

２．学習のねらいを知る。 

３．がんの予防法（がん検診）について理

解する。 

４．がんに関する情報の活用について知

る。 

５．補足説明する。 

６．本時の学習のまとめをする。 

知 

② 

 

 

 

 

思 

① 

（学習活動３） 

がんの予防には，健康診断やがん検診の普

及，正しい情報発信など社会的な対策が必

要であることについて，課題とともに理解

し,話し合った内容を【ワークシート】で

捉える。（知―②） 

（学習活動３） 

がんの予防について，習得した知識を基に

自他の生活習慣や社会環境を分析し，リス

クの軽減と生活の質の向上に必要な個人

の取組や社会的な対策を整理したり，説明

している内容を【観察】で捉える。（思―①） 

３ 

が
ん
の
治
療
と
回
復 

がんの治療と回復には，個人の取組に加

えて，健康診断やがん検診の普及，正しい

情報の発信など社会的な対策が必要であ

ることについて理解できるようにする。 

がんとともに生きる社会づくりについ

ての学習に関心を持ち，主体的に課題解決

に取り組むことができるようにする。  

１．前時の学習を振り返る。 

２．学習のねらいを知る。 

３．がんの治療について理解を深める。 

４．緩和ケアについて理解を深める。 

５．がんとともに生きる社会づくりについ

て整理する。 

６．本時のまとめをする。 

思 

② 

（学習活動４）  

がんの治療と回復について，患者やその家

族の緩和ケアが重要であることを理解し，

緩和ケアの課題やその解決と支援の方法

について整理したり，説明している内容を

【観察，クラウド型授業支援アプリ】で捉

える。（思―②）  
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６．展開例 

⑴がんの種類，原因と予防（１／３時間） 

⑵本時の目標 

・がんには，肺がん，大腸がん，胃がんなどさまざまな種類があり，生活習慣のみならず細菌やウイ

ルスの感染などの原因があることについて理解できるようにする。 

・がんの予防について，個人の取組と社会的な対策が必要であることを理解し，まとめた内容を発表

できるようにする。 

⑶展開                  ：ねらい             ：学習内容             ：発問・指示など 

時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導
入
15
分 

１．がんの種類とリスク要因を理解する。 

 

 

・がんの種類とリスク要因について教科書，イ

ンターネットを利用して，各自がクラウド型授

業支援アプリのテキストにまとめる。 

 

 

・グループワーク（４人１組） 

・クラウド型授業支援アプリで共有ノートを作成

する。 

〈予想される反応〉 

◎種類           

・肺がん        ・すい臓がん 

・大腸がん       ・肝臓がん 

・胃がん        ・乳がん など  

◎リスク要因 

・喫煙         ・飲酒 

・ピロリ菌       ・ヒトパピローマウイルス 

・アスベスト      ・食塩 など 

 

○調べ学習することで，生活習慣やウイルスな

ど，さまざまな原因があることを理解させる。 

 

○まとめた内容に関連付けて，解説により男女

差，個人差，年齢による差異があることを理解

させる。 

 

○各自が調べ学習でまとめた内容を，グループで

共有し，対話することで，理解を深めさせる。 

 

○共有や対話を通して，新たな気付きを促し，自

己の考えを整理させる。 

展
開
30
分 

２．がんの予防について理解する。 

 

○導入で再整理した内容を踏まえて考えさせる。 

 

○クラウド型授業支援アプリのテキストに，考えた

内容を入力させる。 

 

○個人でできること，社会で取り組むこと，容易に

取り組めること，現状では簡単に取り組むのが

難しいことなど，どのような内容でもかまわない

ことを伝える。 

 

がんの種類とリスク要因の理解 

がんの種類とリスク要因の共有 

がんは，種類によって複数のリスク要因が

あります。このことを踏まえて，私達ができ

る「予防法」について考えてみましょう。 

リスク要因を踏まえた予防について考える。 

-4-



 

〈予想される反応〉 

・生活習慣の改善による予防 

・細菌やウイルスなどの感染予防 

・アスベスト除去などの物理的な対策による予

防 など 

 

３．学習のねらいを知る。 

 

 

 

４．がんの予防法を分類し，グループの意見

をまとめ発表する。 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・具体的な生活習慣で分類する。（食事，睡眠・

休養，運動など） 

・生活習慣，感染，物理的要因などで分類す

る。 

・自分で取り組むことが可能なことと社会全体

で取り組むべきことに分類する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇分類のカテゴリー（タイトル）は各グループで考

えさせる。 

 

◆【主体的に学習に取り組む態度】 

がんの予防について，個人の取組や社会的な

対策についての学習に関心を持ち，主体的に

取り組もうとしている状況を【観察】で捉える。

（態―①） 

 

 

 

 

○他のグループから発表された予防法や分類方

法に着目させることで，さまざまな予防法があ

ることを理解させるとともに，実生活に生かすこ

とや，社会全体への取組に貢献しようとする態

度を身に付けることが大切であることなどを伝

える。 

ま
と
め
５
分 

５．本時の学習のまとめをする。 

 

○本時の学習内容を振り返らせ，がんの種類，

原因と予防について理解したことを確認させ

る。 

◆【知識・技能】 

がんには，肺がん，大腸がん，胃がんなどさ

まざまな種類があり，生活習慣のみならず細

菌やウイルスの感染などの原因もあること，

予防には，個人の取組である生活習慣改善な

どが必要であることについて理解した内容

を【クラウド型授業支援アプリのテキスト】

で捉える。（知―①） 

 

他者の考えを共有し，分類することで，がんの予防についての理解を深める。 

予防法をグループで共有し，KJ 法によって

授業支援アプリを活用して分類する。 

各グループで挙げられた予防法とそれを分

類した背景などについて，グループの代表

者がクラス全体に発表する。 

本時の授業のまとめを授業支援アプリに入

力し，提出する。 
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⑷資料等 なし 

⑸がんの予防（２／３時間） 

⑹本時の目標 

・がんの予防は，個人の取組（健康的な生活習慣の確立など）とともに，健康診断やがん検診の普及，

正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることを理解できるようにする。 

⑺展開            ：ねらい           ：学習内容            ：発問・指示など 

時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導
入
10
分 

１．前時の学習を振り返る。 

  

 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

◎種類 

・肺がん          ・胃がん 

・乳がん          ・白血病 など 

◎リスク要因 

・喫煙              ・飲酒 

・細菌，ウイルス感染  ・生活習慣の乱れ など 

 

 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・運動          ・適切な生活習慣 

・減塩          ・感染予防 など 

 

〇振り返り学習で，がんの種類とリスク要因をワ

ークシートに記入させ，挙手にて回答させる。 

 

○他者が回答する中で，自身が気付けなかった

内容がある場合は，ワークシートに追記させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇振り返り学習で，がんの予防法（一次予防）を

ワークシートに記入させ，挙手にて回答させ

る。 

 

○他者が回答する中で，自身が気付けなかった

内容がある場合は，ワークシートに追記させ

る。 

がんの予防法の復習 

前時の振り返りです。がんにはどのような

種類がありましたか。また，がんの原因につ

いては，どのようなリスク要因をあげること

ができますか。            スライド２ 

がんの種類と原因の復習 

前時の振り返りです。がんを予防する方法

は，どのようなものをあげることができます

か。                   スライド３ 
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展
開
35
分 

２．学習のねらいを知る。 

 

 

 

３．がんの予防法（がん検診）を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・日本の受診率が他国と比較して低いため，早

期発見するために高める必要がある。 

・日本はアメリカの半数程度の受診率であるた

め，早期発見するために倍程度まで高める必

要がある。 など 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・仕事が忙しいから 

・受診料が高いから 

・受診への強制力がないから  

・興味や関心がないから など 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・がん教育の推進 

・休みが取りやすい職場環境 

・受診料の補助（助成金） など 

 

 

 

 

 

 

○まずは，１人で考えさせ，ワークシートに記入さ         

せる。 

○近隣とペアになり，意見交換させる。 

○意見交換が上手くいかないペアに助言する。 

○意見交換した上で，自身の考えを再整理し，ワ

ークシートの内容を修正させる。 

◆【知識・技能】 

がんの予防には，健康診断やがん検診の普

及，正しい情報発信など社会的な対策が必要

であることについて，課題とともに理解し,

話し合った内容を【ワークシート】で捉える。

（知―②） 

 

 

○まずは１人で考え，教科書やインターネット等

で調べさせる。 

○考えたり，調べたりした内容は，ワークシートに

記入させる。 

○４人程度のグループを形成し，意見交換や協

議をさせる。 

 

 

 

○まずは１人で考えたり，調べたりさせる。 

○考えたり，調べたりした内容は，ワークシートに

記入させる。 

○再度グループで，意見交換や協議をさせる。 

 

 

 

 

 

 

乳がん検診の受診率の国際比較からわか

る日本の課題は，どのようなことを考えるこ

とができますか。         スライド４，５ 

がん検診の考察やグループワークを通して，がんの予防法についての理解を深める。 

がん検診の受診率が低い要因について，考

えたり，調べたり，意見交換することで，自

分の意見をまとめましょう。    スライド６ 

がん検診の受診率を高め，がんを早期に

発見し，早期に治療を開始するためには，

何が必要か考えてみましょう。  スライド７ 

乳がん検診受診率の国際比較から課題を

考える。 
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４．がんに関する情報の活用について知る。 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・国立がん研究センターHP 

・がん情報サービス HP 

・愛知県がんセンターHP 

 

５．補足説明する。 

 

 

 

○意見交換や協議をした上で，自身の考えを再

整理し，ワークシートの内容を修正させ，グル

ープ内で発表できるよう準備する。 

 

 

○発表はグループごとに進行させる。 

○１人１分程度の発表時間とする。 

○発表内容等を相互評価させる。 

◆【思考・判断・表現】 

がんの予防について，習得した知識を基に

自他の生活習慣や社会環境を分析し，リス

クの軽減と生活の質の向上に必要な個人の

取組や社会的な対策を整理したり，説明し

ている内容を【観察】で捉える。（思―①） 

 

○発問し，数名の生徒に挙手にて回答させる。挙

手がなければ座席の近い生徒と対話しながら

調べさせる。 

○実際の HP をスクリーンに映しながら解説す

る。 

 

 

 

 

○「遺伝的リスク」や「小児がん」について触れ，

予防が難しいがんがあることを伝える。 

 

ま
と
め
５
分 

６．本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りを行い，本時のまとめ等をワー

クシートに記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

がんの予防は，健康的な生活習慣を送るこ

とや細菌，ウイルスの除去など，感染予防す

ること（一次予防）に加え，定期的にがん検

診を受け，早期発見・早期治療（二次予防）

に努めることが重要であることを再確認す

る。                 スライド 10 

グループ内で１人ずつ発表する。 

がんについて，信頼性の高い情報はどのよう

な場所で得られると思いますか。 スライド８ 

予防が難しいがんがあることを知る。 

 スライド９ 

発表内容は，がん検診受診率の国際比較

からの日本の課題（受診率の低さ）を踏

まえ，その要因や解決のための方策につ

いてまとめたものとします。 
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⑻資料等 
 【スライド】 
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【ワークシート】 
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⑼がんの治療と回復（３／３時間） 

⑽本時の目標 

・がんの治療と回復には，個人の取り組みとともに，健康診断，がん検診の普及や緩和ケアについて

正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることについて理解できるようにする。 

⑾展開             ：ねらい           ：学習内容            ：発問・指示など 

時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導
入
５
分 

１．前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・健康的な生活習慣（禁煙，節酒，減塩，運動等） 

・細菌，ウイルスの除去及び感染予防 

・健康診断，がん検診 など 

 

○個人でクラウド型授業支援アプリへ記入さ

せ，周囲と情報共有させる。 

 

○数名の生徒を指名し，発表（画面共有）するこ

とで，より多くの予防法を振り返らせる。 

展
開
①
10
分 

２．学習のねらいを知る。 

 

 

 

３．がんの治療について理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

・標準治療について知る。 

 

 

・手術療法，化学療法，放射線療法などを整 

理し，その特徴について知る。 

 

 

 

 

 

・医師から十分な説明を受けたうえで治療法を選

択することが大切であることや，別の医師の意

見を求めることができることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

○スライドを活用した解説などで学習内容を理

解させ，学んだことをクラウド型授業支援アプ

リに記入させる。 

 

 

 

 

○標準治療については，普通の治療法という意

味ではなく，科学的根拠に基づいた最良の治

療法であることを強調する。 

○治療法については，３つの柱があり，それぞ

れの特徴（目的など）があることを伝える。 

○メリット・デメリットを個人で調べさせる。 

○調べえた内容はクラウド型授業支援アプリに

記入させる。 

○数名の生徒を指名し，発表（画面共有）するこ

とで，調べた内容を共有させる。 

○治療にあたっては，インフォームドコンセント

が重要であり，セカンドオピニオンができるこ

とにも触れる。 

○がんの治療は，患者本人や家族に大きな負

担となるため，周囲の支援が必要不可欠であ

ることを理解させる。 

 

前時の授業で学習したがんの予防法につい

て，思い出せることをクラウド型授業支援ア

プリに記入しましょう。 

がんの予防法の復習する。  スライド１，２ 

がんの治療には様々な方法があり，病状，

検査結果，治療法などを理解した上で治療

法などを選択することが重要であることを知

る。                   スライド３ 

がんの治療や緩和ケアについての理解を深める。 

手術療法，化学療法，放射線療法のそれ

ぞれのメリット・デメリットがあるか調べてみ

ましょう。             スライド４～７ 
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展
開
②
28
分 

４．緩和ケアについて理解を深める。 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・「死」への恐怖感 

・経済的な負担 

・治療への体力的負担 など 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・痛みやその他のつらさを和らげる 

・日常生活を取り戻す 

・家族へのケア など 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・がん患者は死直前の 1，2 か月で急速に身体機

能が低下することが多い 

・疲労への配慮 

・幼い子どもへの対応 など 

 

５．がんとともに生きる社会づくりについて理解す

る。 

 

 

 

 

 

○生徒自身の視点から考えさせ，クラウド型授

業支援アプリに記入させる。 

○アプリに記入できない生徒には，例を一つ示

し，その他に考えられるものを記入するように

助言する。    

◆【思考・判断・表現】 

がんの治療と回復について，患者やその家

族の緩和ケアが重要であることを理解し，緩

和ケアの課題やその解決と支援の方法につ

いて整理したり，説明している内容を【観察，

クラウド型授業支援アプリ】で捉える。 

（思－②） 

 

 

○個人で考えさせたり，調べさせたりする。 

○調べた内容はクラウド型授業支援アプリに記

入させる。 

○数名の生徒を指名し，発表（画面共有）するこ

とで，多くの内容を共有させる。 

 

 

○個人で考えさせたり，調べさせたりする。 

○考えたり，調べた内容はクラウド型授業支援

アプリに記入させる。 

○数名の生徒を指名し，発表（画面共有）するこ

とで，さまざまな考えを共有し，学習を深めさ

せる。 

 

 

 

 

 

○スライド資料を活用して解説し，学習内容を

理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

治療しながら緩和ケアを受ける患者と家族に

は，どのような課題があると想定しますか。

患者本人とその家族の視点で考えてみましょ

う。                   スライド 10 

がん患者やその家族には，どのようなつらさ

や思いがあるか考えてみましょう。 スライド８ 

具体的にどのような緩和ケアが行われている

かを調べてみましょう。        スライド９ 

がんの社会的対策や情報活用，患者への理

解や共生について学び，誰もが暮らしやすい

社会のしくみを整えることが求められることを

整理する。               スライド 11 

がん治療においては，患者やその家族の緩

和ケアが大切であることを理解し，緩和ケア

の課題やその解決と支援の方法について考

える。 
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ま
と
め
７
分 

６．本時のまとめをする。 
 
 
 
〈予想される反応〉 
 

○クラウド型授業支援アプリにまとめを記入させ
る。  

○数名の生徒を指名し，発表（画面共有）するこ
とで，まとめを共有し，本時の学習内容を振り
返させる。 

〇スライド資料にあるイラストを活用し，がんの
予防において大切なことを再確認させる。 

 

⑿資料等 
【スライド】 

 

がんの治療と回復について，理解したことや

考えたことをまとめてみましょう。   ＰＰ12 
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７．考察・まとめ 

  本研究では，科目「保健」における現代的な健康課題の一つであるがんの予防や回復について学習
指導案を作成した。指導計画等の作成にあたっては，個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実
させ，主体的，対話的で深い学びとなるようにすることや，ICT を効果的に活用すること，知識や思
考力，判断力，表現力等をバランスよく身に付けさせ，学びに向かう力，人間性等を育むことを目指
した。また，がんの予防と回復をテーマにすることに対しては，より身近に，自分事として捉えられ
ることができるような授業のデザインとなるよう心掛けた。３時間の学習指導案は，生徒ががんの種
類や原因を理解した上で，その予防を個人的な対策と社会的な対策の両面から考え，治療や回復につ
いて理解し，がんとともに生きる社会づくりについての学習に関心を持ち，主体的に課題解決に取り
組める内容となっている。 

 
【研究員Ａ】 
  「がんの種類や原因と予防について」は，まずグループワークを中心にがんの種類や原因につい

て調べ，新たな発見をすることで知識の定着を図りたいと考えた。また，不適切な生活習慣は，が
ん罹患の可能性が高まることに加え，細菌やウイルスに感染することや遺伝などもがんの原因とな
り得ることにも着目させるような授業展開とした。さらに，グループで KJ 法を用いてがんの予防
法を自由に分類，発表をすることで，興味や関心を引き出し，思考力，判断力，表現力等を育むと
ともに，より深く理解することにつながるような授業を目指した。 

【研究員Ｂ】 
「がんの予防」は，健康診断やがん検診の普及，正しい情報の理解が必要であることを学ばせる

ために，発問を工夫したり，グループワークで課題解決することが中心の授業をデザインした。発
問に対しては，まず個人で考えさせ，次にグループで意見交換をすることで様々な意見や考え方が
あることを知り，自身の思考力，判断力，表現力等の幅を広げながら理解を深められる授業展開を
目指した。授業実践を通して，がんの予防は，個人の取組や社会的な対策が必要であることに加え，
一次予防と二次予防が大切であることを理解させたい。 

【研究員Ｃ】 
現代の日本社会においては，２人に１人ががんに罹患し，３人に１人ががんで死亡すると言われ

ており，がんとの共生が大きな課題となっている。そのような状況の中で「がんの治療と回復」で
は，発問やグループワーク，講義などをバランスよく計画することで，がんの標準療法や緩和ケア
について理解し，がん患者やその家族に対する考えを深めることを目指した。また，がんに関する
情報活用の必要性を理解させ，がんとの共生について，課題解決の一助となるような機会としたい
と考えた。 

   
本研究を通して，授業の内外にかかわらず，知識を得ることや，その知識を活用して思考，判断，

表現することの重要性について改めて考えさせられた。がんは，我が国における死因の大きな割合を
占める疾患であり，そのような疾患について，授業で仲間とともに学んだり意見交換することはとて
も有意義な時間であると考えている。生徒には，本単元を学習することで，生涯にわたって自身や周
囲の健康の保持増進に対する関心を高め，より深く理解することを期待する。また，本研究では，ICT
を活用することで，効率よく知識を身に付け，主体的に思考，判断，表現できる機会を多く創出でき
たのではないかと考えている。今後も，ICT を効果的に活用し，生徒の生きる力を育むような授業づ
くりに励んでいきたい。 
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精神疾患の予防と回復 
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１．単元名 「精神疾患の予防と回復」  

２．単元の目標 

⑴精神疾患の特徴や精神疾患への対処について，理解することができるようにする。 
⑵精神疾患の予防と回復について，習得した知識を基に，心身の健康を保ち，不調に早く気付くた

めに必要な個人の取組や社会的な対策を整理し，説明することができるようにする。  
⑶精神疾患の予防と回復の学習に，主体的に取り組もうとすることができるようにする。 

３．単元について 

我が国の疾病構造や社会の変化により健康課題や健康の考え方も変化し，現在，心の健康が大きな
課題の一つとなっている。身体的，精神的，社会的に多様な変化を伴う高校生の時期は，精神的なス
トレスを抱えやすいことから，本単元は身近に感じることができる内容であり，学ぶ意義が高いと考
えられる。 

単元を通じて，グループワークやディスカッションを効果的に活用し，精神疾患について正しく理
解するとともに，心身の不調を早期に発見し，治療や支援を開始することができる環境の重要性や，
偏見，差別の対象ではないことなどを理解したうえで，それらの課題の解決に向けて，思考力，判断
力，表現力等を育みたい。 
４．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①精神疾患は，精神機能の基盤となる心

理的，生物的，身体的または社会的な

機能の障害などが原因となり，認知・

情動・行動などの不調により精神活動

が不全になった状態であることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している。 

②心の不調時には，専門家への相談や早

期の治療などを受けやすい社会環境を

整えることが重要であることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している。 

③精神疾患の予防には，調和のとれた生

活を実践すること，早期に心身の不調

に気付くこと，リラクセーションの方

法でストレスを緩和することなどが重

要であることについて理解したことを

言ったり書いたりしている。 

①精神疾患は，誰もが罹患

しうる可能性がある身近

な疾患であることに気付

き，自他や社会の課題解

決について筋道を立てて

説明している。 

②精神疾患の治療について

の理解を深め，治療の課

題と改善のための方策に

ついて自他や社会の課題

を見付け，解決のための

方法を整理している。 

①精神疾患の予防と回復に

ついて，課題の解決に向

けた学習活動に主体的に

取り組もうとしている。 
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５.指導と評価の計画（３時間） 

時間 ねらい・学習活動 重点 評価方法 

１ 

精
神
疾
患
の
特
徴 

精神疾患は，精神機能の障害などが原因

となり，精神活動が不全になった状態であ

ることを理解し，誰もが罹患しうる可能性

のある身近な疾病であることに気付く。 

※授業開始時に自身が精神疾患を患ってい

たり，身近な人で患者がいたりする生徒

に対する配慮として「書きたくないこと

や，発言したくないことは無理に表現し

なくてもよい」と伝える。 

１．精神疾患の特徴について知る。 

２．ねらいを知る。 

３．精神疾患の要因について考える。 

４．思春期に発症が多い精神疾患につい 

て，特徴的な症状と対処のポイントを理

解する。  

５．精神疾患の現状と課題について理解す

る。  

６．本時の学習のまとめをする。 

 

知
①  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

思
① 

（学習活動６） 

精神疾患は，精神機能の基盤となる心

理的，生物的，身体的または社会的な

機能の障害などが原因となり，認知・

情動・行動などの不調により精神活動

が不全になった状態であるということ

について，理解したことを言ったり書

いたりしている内容を【観察・ワーク

シート】で捉える。（知―①） 

（学習活動６） 

精神疾患は，誰もが罹患しうる可能性

がある身近な疾患であることに気づ

き，自他や社会の課題の解決について

筋道を立てて説明している内容を【観

察・ワークシート】で捉える。（思―

①） 

２ 

精
神
疾
患
の
予
防 

精神疾患を予防するためには，調和のと

れた生活を送ることやストレスを緩和する

ことが重要であることを理解し，予防のた

めの具体的方法について説明できるように

する。また，支援として，教師やスクール

カウンセラーなどへの相談の他に，精神科

医や精神保健の専門家に援助を求めること

が有効であることを理解する。 

１．前時までの振り返りを行い，既習の内

容を整理する。 

２．学習のねらいを知る。 

３．心の変化を知る。 

４．精神疾患を早期発見するための方法を 

知る。 

５．ストレスへの適切な対処法を知る。 

６．本時の学習のまとめをする。 

知
② 

 
 
 

 
   

 

知
③ 

（学習活動４，５） 

心身の不調時には，専門家への相談や

早期の治療などを受けやすい社会環境

を整えることが重要であることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している内容を【観察・ワークシー

ト】で捉える。（知―②） 

（学習活動６） 

精神疾患の予防には，調和のとれた生

活を実践すること，早期に心身の不調

に気づくこと，リラクセーションの方

法でストレスを緩和することなどが重

要であることについて理解したことを

言ったり書いたりしている内容を【観

察・ワークシート】で捉える。(知―

③) 

 

３ 

精
神
疾
患
か
ら
の
回
復 

精神疾患から回復するためには，正しい

理解や相談・治療体制などの環境整備を充

実させ，早期発見，早期治療や地域におけ

る包括的なケア，偏見や差別のない社会の

実現が重要であることを理解する。 

１．前時の学習内容を振り返る。 

２．本時のねらいを知る。 

３．精神疾患の治療法を知る。  

４．ホームグループを形成する。 

５．エキスパート活動をする。 

６．ジグソー活動をする。 

７．クロストークをする。 

８．本時の学習のまとめをする。 

思
② 

 
  

 
 

 
 

態
① 

（学習活動６，７） 

精神疾患の治療についての理解を深

め，治療の課題と改善のための方策に

ついて自他や社会の課題を見付け，解

決のための方法を整理している内容を

【クラウド型授業支援アプリ】で捉え

る。（思―②） 

（学習活動６，７） 

精神疾患の予防と回復について，課題

解決に向けた学習に主体的に取り組も

うとしているかを【クラウド型授業支

援アプリ】でとらえる。（態―①） 

-18-



６．展開例（１／３時間） 

⑴精神疾患の特徴 
⑵本時の目標 
・精神疾患の特徴について，精神機能の障害などが原因となり，精神活動が不全となった状態であ

ることを理解できるようにする。 

・精神疾患は，誰もが罹患しうる可能性がある身近な疾病であることに気付き，課題解決の方法を

筋道を立てて説明できるようにする。 

⑶展開       ：ねらい       ：学習内容       ：発問・指示など 
時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導
入
10
分 

１．精神疾患の特徴について知る。 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・精神疾患 

・心の病気 

・ストレス など 

 

 

 

 

 

 

２．ねらいを知る。 

 

 

 

〇まずは，1 人で考えさせる。 

〇考えた内容を，クラウド型授業支援アプリ

に入力させる。         資料① 

〇ペアを形成し，自身が考えた内容を相互に

伝えさせる。 

〇お互いの回答を確認させた後，指導者が精

神疾患の定義を示し，解説する。 

展
開
①
10
分 

３．精神疾患の要因について考える。 

 

 

 

 

 

＜予想される反応＞ 

・人間関係 

・勉強 

・睡眠不足 

・部活動 

・進路 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇まずは，一人で考えさせる。 

〇考えた内容を，クラウド型授業支援アプリ

に入力させる。         資料② 

〇他者の入力内容を確認し，思考の幅を広げ

るよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇４人程度のグループを形成して，自由に意

見交換し，情報共有した原因（要因）が，

４つの要因のどれに当てはまるかを考えさ

せる。 

〇分類した結果は，クラウド型授業支援アプ

リに反映させる。        資料③ 

○シンキングツールのベン図を使用し，イメ

ージを視覚的に捉え，指導者が解説するこ

とで理解を深めさせる。 

精神疾患の特徴について理解し，現状と課題から課題解決の方法を考えてみよう。 

精神疾患の仕組みは複雑で，生物的，心
理的，身体的，社会的な要因が相互に影
響を及ぼし合い，精神機能に不調を来た
すことにより生じる。 

スライドから，どのような病気（疾患）
をイメージするか考えてみよう。       

スライド１ 
 

【精神疾患の定義】 
感情，認知，意欲などの不調のため，今
まで普通にできていたことができなくな
り，日常生活に支障をきたし，専門家の
支援が必要な状態。 

精神疾患を発病する原因となりそうな
ことを，できるだけたくさん挙げてみ
よう。   

情報共有した原因（要因）を，心理的
要因，生物的要因，身体的要因，社会
的要因に分類してみよう。          
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展
開
②
20
分 

４．思春期に発症が多い精神疾患につい

て，特徴的な症状と対処のポイントを理

解する。 

 

 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・睡眠不足（過多） 

・食欲低下（過多） 

・集中力や意欲の低下 など 

 

５．精神疾患の現状と課題について考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈予想される回答〉 

・若年者は自殺の死因順位が高い。 

・自殺の死因順位は，年齢が高くなるにつ

れて後退する。 

・自殺は，55歳を超えると死因順位３位以

内に入らない。 など 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・１日のゲーム実施時間は，上限を設定す

る。 

・スマートフォンを自分の部屋に持ち込ま

ない。 

・学習や手伝いをした後，ゲームをした

り，スマートフォンを使用したりする。 

など 

 

 

 

 

 

 

○指導者が，うつ病，摂食障害，不安症，統

合失調症の症状などを説明し，それぞれに

共通する症状を取り上げ，早期に発見する

資質・能力を身に付けさせる。 

〇グループで協力し，共通する症状を見付け

る。 

〇見付けた共通する症状は，クラウド型授業

支援アプリに入力し，他のグループと情報

共有する。           資料④ 

〇指導者の解説により，日常との違いに早く

気付くことが重要であることを理解させ

る。            スライド２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇まずは，一人で考えさせる。 

〇考えた内容を，クラウド型授業支援アプリ

に入力させる。         資料⑤ 

〇他者の入力内容を確認することで，思考の

幅を広げるよう促し，グループで自由に意

見交換させる。 

○指導者の解説により，精神疾患と自殺は相

関が高いことや，日本では特に若年者で自

殺者が多いことを理解し，改善すべき重要

な課題であることを認識させる   

スライド４，５ 

 

〇グループでスクリーンタイムを減らすため

の具体的なルールを作成し，クラウド型授

業支援アプリに入力させ，他のグループと

情報共有する。         資料⑥ 

〇指導者の解説により，過剰なゲーム・スマ

ートフォン依存等は，脳の機能不全を引き

起こす可能性があることを伝える。また，

行き過ぎたゲームやスマートフォンの使用

などを行動嗜癖といい，様々な健康問題や

社会問題を引き起こす可能性があることを

伝える。          スライド６ 

〇ゲームやスマートフォンの使用以外に，ア

ルコール（お酒）やニコチン（たばこ）な

どの物質依存，ギャンブルや買い物などの

行動嗜癖などがあり，これらの回復のため

には支援や治療が必要であるため，徐々に

環境整備が進められていることを理解させ

る。            スライド６ 

精神疾患は若い世代にとって生命に関わ

る疾患であること，また，心の健康問題

は現代社会の大きな課題であることを理

解する。 

スライド（年齢階級別の死因順位）か

ら，どのようなことを読み取ることがで

きますか。        スライド３ 

ゲーム・スマートフォン依存に関連し
て，スクリーンタイムを減らすための具
体的なルールを作ってみよう。 

うつ病，摂食障害，不安症，統合失調症

に共通する症状は，どのようなことを挙

げることができますか。 
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ま
と
め
10
分 

６．本時の学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 

〇振り返った内容は，クラウド型授業支援ア
プリに入力し，提出させる。   資料⑦ 

◆【知識・技能】 
精神疾患は，精神機能の基盤となる心理
的，生物的，身体的または社会的な機能の
障害などが原因となり，認知・情動・行動
などの不調により精神活動が不全になった
状態であるということについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている内容を
【観察・ワークシート】で捉える。          
（知―①） 

◆【思考・判断・表現】 
精神疾患は，誰もが罹患しうる可能性があ
る身近な疾患であることに気付き，自他や
社会の課題解決について筋道を立てて説明
している内容を【観察・ワークシート】で
捉える。（思―①） 

⑷資料等 
【スライド資料】 

 

本時を振り返り，精神疾患に対する考え

方で変化したことや授業を通じて感じた

ことを書いてみよう。             
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【クラウド型授業支援アプリ内のシート例】 

 
⑸展開例（２／３時間） 
⑹精神疾患の予防 
⑺本時の目標 
・精神疾患を予防するためには，調和のとれた生活を送ることやストレスを緩和することが重要で

あることを理解し，予防のための具体的方法について説明できるようにする。 

⑻展開        ：ねらい        ：学習内容        ：発問・指示な 
時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導
入
10
分 

１．前時の振り返りを行い，既習した内容を

整理する。 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

【現状】 

・５人に１人が経験する。 

・心の健康課題は多様性を増している。 

【課題】 

・若年者の自殺が増加している。 

・アルコール依存やゲームなどの嗜癖行動。 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・うつ病（憂うつで悲しく落ち込む） 

・統合失調症（幻覚，妄想などの症状） 

・不安症（人前で強い恐怖や不安が生じる） 

・摂食障害（食行動異常と体重等の認識障

害） 

〇前時の振り返りを行い，精神疾患の現状と

課題や，主な精神疾患とその特徴を再確認

し，予防のための具体的方法の習得が大切

であることを認識させる。 

○発問し，挙手にて回答させる。 

○回答内容に不足がある場合は補足説明する

ことで，効果的に振り返らせる。 

○挙手がない場合は助言し，円滑に振り返れ

るよう支援する。 

主な精神疾患とその特徴について振り返

りましょう。       スライド１ 

精神疾患の現状と課題や主な精神疾患と

その特徴について振り返りましょう。 

スライド１ 
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展
開
①
10
分 

２．学習のねらいを知る。   スライド１ 

 

 

 

 

３．心の変化を知る。 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・日記を書く。 

・家族や友達と話す。 

（自身の心の状態を評価してもらう） 

・睡眠時間を記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まずは１人で考えさせる。 

○考えた内容はワークシートに記入させる。 

○４人程度のグループを形成させる。 

○グループで各自が考えた内容を共有させ

る。 

○指導者は巡回し，グループワークの状況を

確認する。 

 

 

 

 

〇スライドでグラフを例示し，見通しを持た

せる。           スライド２ 

○まずは１人で作成させる。 

○各自が作成したグラフをグループで共有

し，自由に意見交換させる。 

（共有したくない生徒に配慮する。） 

○自己の振り返りで心の状態を確認できるこ

とを理解し，定期的に振り返ることで，心

の不調に早く気付く可能性が高まることを

実感させる。 

〇ストレスが心の健康に大きな影響を与える

ことに気付かせる。 

 

展
開
②
10
分 

４．精神疾患を早期発見するための方法を知

る。 

 

 

 

 

 

〈予想される反応〉 

【人】 

・家族 

・友人 

・先生 など 

【場所】 

・学校 

・スマホからアクセスできる相談窓口 

・病院 など 

○まずは１人で考えさせる。 

○各自が考えた人や場所をグループで共有

し，自由に意見交換させる。 

 （共有したくない生徒に配慮する。） 

〇指導者の解説により，心の不調に早く気付

くことが，精神機能の回復可能性を高める

ことを理解させる。また，心の不調を感じ

た時は，状況に応じて相談する人や場所を

選択することが大切であることを理解させ

る。            スライド３ 

〇指導者の補足説明により，精神疾患の初期

症状は，自身では気付きにくいため，チェ

ックリストなどの活用が有効であることを

伝える。また，スクールカウンセラーや

「あいち心のサポート相談」を紹介し，

様々な相談先があることを理解させる。    

スライド４ 

◆【知識・技能】 

心の不調時には，専門家への相談や早期の

治療などを受けやすい社会環境を整えるこ

とが重要であることについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている内容を【観

察・ワークシート】で捉える。（知―②） 

心の不調に早く気付く方法やストレスへの適切な対処方法について考えよう。 

自身の心の変化や状態を知るためには，

どのような方法があるか考えてみよう。 

ワークシート 

 

10 日前からの心の好不調をグラフ化して

みよう。グラフの波が大きな部分は，どの

ような出来事があったかを記入しよう。 

ワークシート 

 

（円滑に記入させるために，事前に告知す

るなどの工夫が考えられる。） 

あなたは心の不調をどのように発見しま

すか。発見に関わる人，場所について考

えてみよう。      ワークシート 
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展
開
③
10
分 

５．ストレスへの適切な対処方法を知る。 
 
 

 
〈予想される反応〉 
・愚痴を友人に聞いてもらう。 

・大変だが期待されていると意識を変える。 
・アロマテラピーやマッサージをする。 
・趣味や好きなことをする。 など 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

〇ストレスコーピングを説明し，コーピング
リストを作成させる。    スライド５ 

○まずは 1人で作成させる。 

○作成したコーピングリストをグループで共
有し，自由に意見交換させる。 

 （共有したくない生徒に配慮する。） 

○指導者の解説により，ストレスへの対処
は，休養や睡眠をとることや軽い運動をす
ること，ものごとのとらえ方や考え方を転

換する方法などがあることを伝え，自己に
適した対処方法を見付けさせる。 

 

○リラクセーションの効果を実感できるよう
に落ち着いた雰囲気を作り出す。 

 スライド６ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

ま
と
め
10
分 

６．本時の学習のまとめをする。 

 
 
 

                       

〇精神疾患の早期発見や適切な対処方法を踏

まえて記入するよう助言する。 
○１人で取り組み，記入完了後，提出させ

る。 

◆【知識・技能】 
精神疾患の予防には，調和のとれた生活を
実践すること，早期に心身の不調に気付く

こと，リラクセーションの方法でストレス
を緩和することなどが重要であることにつ
いて理解したことを言ったり書いたりして

いる内容を【観察・ワークシート】で捉え
る。(知―③) 

 

⑼資料等 
【スライド資料】 

 

コーピングリストを作成しよう。 

ワークシート 

リラクセーション（呼吸法）を実践する。 

 

・落ち着いた環境を作る。 

・照明を消し，ドア・窓を少し開ける。 

・締め付けが強い物（時計・ベルト・ボタ

ンなど）は適宜緩める。 

 

①椅子に姿勢良く座る。 

②目を軽く閉じる。 

③１・２・３と数えながら，鼻からゆっく

り息を吸う。 

④軽く息を止める。 

⑤４・５・６・７・８と数えながら，口か

らゆっくり息を吐く。 

（２秒ほど開けて③～⑤を繰り返す。） 

 

精神疾患の予防について，学んだことや考

えたことをワークシートにまとめよう。 

ワークシート 
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   【ワークシート】 

 

-25-



⑽展開例(3/3 時間) 
⑾精神疾患からの回復 
⑿本時の目標 

 ・精神疾患から回復するためには，精神疾患への正しい理解や相談・治療体制などの環境整備を充

実させ，早期発見，早期治療が重要であることを理解できるようにする。 

 ・精神疾患の回復のためには，地域における包括的なケア，差別や偏見のない社会を実現する必要

があることを理解できるようにする。 

⒀展開       ：ねらい       ：学習内容       ：発問・指示など 
時間 主な学習内容・学習活動 〇指導上の留意点 ◆評価 

導
入
10
分 

１．前時の学習内容を振り返る。 

 

 

 

 

〈予想される回答〉 

・心の好不調をグラフにして振り返る。 

・スクールカウンセラーに相談する。 

・日記を書く。 など 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・音楽を聴く 

・運動（スポーツ）をする。 

・お風呂に入る。 など 

 

２．本時のねらいを知る。  スライド１ 

 

 

 

 

○周囲の仲間と自由に意見交換させる。 

○挙手にて回答させる。 

○回答終了後，前時のワークシートを返却し，

内容を再確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ねらいがメインテーマであることを伝える。 

 

 

 

 

展
開
35
分 

３．精神疾患の治療法について知る。 

 

 

 

〈予想される反応〉 

・カウンセリング 

・薬物療法 

・身体的コンディションの調整 など 

 

４．ホームグループを形成する。 

・ホームグループを形成し，考察パートを

決める。 

 

 

 

 

 

 

○教科書やタブレット端末で調べさせる。 

○調べた内容は，クラウド型授業支援アプリに

入力させる。           資料① 

〇指導者の解説により，治療法の概要や治療機

関について説明する。     スライド２ 

 

 

 

 

○本時は，グループワーク（エキスパート活

動・ジグソー活動・クロストーク）により学

習することを伝える。 

 スライド３，４，５ 

○各活動の進め方を補足説明する。 

○３人グループを形成し，考察するパートを決

めさせる。          スライド３ 

 

精神疾患の治療の課題を理解し，改善のための方策を考える。（メインテーマ） 

精神疾患の治療は，どのような方法が

ありますか。 

心の不調に早く気付くためには，どの

ような方法が考えられますか。 

スライド１ 

あなたのストレスコーピングを教えて

ください。       スライド１ 

【考察するパート】 

Ａ．カウンセリングとその課題 

Ｂ．薬物療法とその課題 

Ｃ．身体的コンディションの調整とその

課題 
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 ５．エキスパート活動をする。 

 

 

 

 

 

 

・考察パートグループ（３人）を形成す

る。 

・エキスパート資料を読む。 

・考察パートグループで意見交換する。 

・課題を改善するための方策について，自

身の考えをまとめる。 

 

６．ジグソー活動をする。 

 

 

 

 

 

 

・ホームグループに戻る。 

・エキスパート活動でまとめた内容を発表

する。 

・メインテーマ（ねらい）について考え

る。 

・メインテーマに対する自身の考えをまと

める。 

 

７．クロストークをする。 

 

 

 

・仲間の考えを確認する。 

・ホームグループで自由に意見交換する。 

・意見交換後の自身の考えをまとめる。 

 

○考察パートごとに，３人のグループを形成さ

せる。 

○１人でエキスパート資料を読み，ポイントは

メモをとらせる。         資料② 

○読み終わったグループから，自由に意見交換

をさせる。（メモをとる。）     資料③ 

〇意見交換の際は，課題の改善に繋がる話とな

るよう意識させる。 

○意見交換が終わったら，クラウド型授業支援

アプリに自己の考えをまとめる。  資料④ 

 

 

 

 

○一定の時間でエキスパート活動を区切り，全

員一斉にジグソー活動に取り組ませる。 

○発表は，自身がまとめた内容を分かりやすく

伝えさせる。 

○発表終了次第，メインテーマについて，自身

の考えをまとめ，クラウド型授業支援アプリ

に入力させる。          資料⑤ 

◆【思考・判断・表現】 

精神疾患の治療についての理解を深め，治療

の課題と改善のための方策について自他や社

会の課題を見付け，解決のための方法を整理

している内容を【クラウド型授業支援アプ

リ】で捉える。（思―②） 

 

 

○クラウド型授業支援アプリで，クラスメイト

の考えを共有することで，考えを深めさせ

る。 

○ホームグループで意見交換することで，さら

に考えを深めさせる。 

○考えた内容は，クラウド型授業支援アプリに

入力する。            資料⑥ 

◆【主体的に学習に取り組む態度】 

精神疾患の予防と回復について，課題解決に

向けた学習に主体的に取り組もうとしている

かを【クラウド型授業支援アプリ】でとらえ

る。（態―①） 

 

ま
と
め
５
分 

８．本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○指導者の解説により，本時のまとめを伝え

る。            スライド６ 

仲間の意見を参考に，自身の考えをま

とめよう。       スライド５ 

エキスパート資料を読んだ後，考察パ

ートグループで自由に意見交換しよ

う。意見交換後は，課題に対する改善

のための方策について，自己の考えを

まとめよう。      スライド４ 

精神疾患の早期発見，早期治療や回復，

社会復帰へ向けては，地域における包括

的なケアのための環境整備や，偏見，差

別を減らすことが必要である。 

エキスパート活動での自身の活動や，

ジグソー活動での他者の発表を踏まえ

て，メインテーマに対して意見交換

し，自身の考えをまとめてみよう。 

スライド４ 

精神疾患治療においては，それぞれの治

療法の意義や特性を理解し，個人の状況

に応じて組み合わせて回復へのプロセス

を考えていくことが大切である。 
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  ⒁資料等 
【スライド資料】 
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【クラウド型授業支援アプリ内のシート例】 

 
 

【エキスパート資料】 

本研究では，Ａ．カウンセリングとその課題，Ｂ．薬物療法とその課題，Ｃ．身体的

コンディションの調整とその課題に関する資料を，厚生労働省等のホームページから引

用して活用することを想定したが，具体的な資料は掲載しないこととした。 

エキスパート資料の設定については，学校や生徒の実態に合わせて熟慮する必要があ

る。 
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７．考察・まとめ 

  本研究では，「精神疾患の予防と回復」の単元を「精神疾患の特徴」，「精神疾患の予防」，「精神疾患
からの回復」の３つに分けて指導と評価の計画を作成した。精神疾患は誰もが罹患しうる病気であ
り，多くの精神疾患は思春期から青年期に始まることから，高校生が学ぶことは非常に重要であり，
身近に感じやすい内容であると考えられる。精神疾患の初期症状の多くが普段の生活の中でよく経験
することであるため，本人や周囲も気付かなかったり，一人で悩んだり，相談への対応に苦慮するこ
とが多くある。本研究では，授業を通して精神疾患の正しい知識を身に付け，自他の心の不調に適切
に対応できる力を育めるような学習指導案等を作成した。 

「精神疾患の特徴」では，精神疾患の特徴や要因などの基本的な知識を正しく理解できるようにす
る中で，誰もが罹患しうる可能性のある病気であること，思春期に発症することが多いこと，自他の
変化や違いに早く気づき早期に対処ができる力を身に付けさせる授業をデザインした。展開例では，
精神疾患が若い世代で生命に関わる重要な健康課題であることや，依存，嗜癖などに触れ，個人の取
組だけでなく社会の対策も重要であることを伝えることとした。また，クラウド型授業支援アプリを
活用し，指導者がスライドを示して解説したり，生徒がアプリの中で回答やシートに記入したりする
などの想定をした。グループワークやペアワークなどでの意見をクラス全体で共有する場面や，アプ
リ内の図を使用して回答させる場面では，クラウド型授業支援アプリの活用がスムーズな進行や学習
内容の理解に繋がると感じた。 

「精神疾患の予防」では，予防に関する知識だけでなく，予防のための実践力を身に付けさせるこ
とが大切であると考えた。心の不調に気付くための振り返りのグラフを作成したり，リラクセーショ
ン（呼吸法）を実践したりするなどして，ストレスを緩和する資質・能力を身に付けさせるための授
業をデザインした。心と体は密接に関わっており，身体的な安定が心の健康に良い影響を及ぼすた
め，科目「体育」の「体つくり運動」と関連を図って指導することが望ましいと感じた。 

「精神疾患からの回復」では，「カウンセリング」，「薬物療法」，「身体的コンディションの調整」の
３つの治療を取り上げることとした。知識構成型ジグソー法を用いて，治療方法についての理解と考
察を深め，課題を改善するための方策について考えさせることをねらいとした。現在，精神疾患の治
療は，カウンセリングと投薬が中心に行われているが，医師による治療方法の提案に違いが多々ある
ことや，治療効果の個人差も考慮すべき課題となっている。そのため，治療における現状と課題を理
解し，自他の様々な視点から課題を捉え，改善するための方策を考える活動を計画した。グループワ
ークでは，生徒による資料の読み込みの深さが全体的な学習の広がりを左右することもあるが，クラ
ウド型授業支援アプリを用いたクロストークでクラス全員の考えを共有することで大きな広がりとな
ることを目指した。クロストークでは，情報共有や意見交換を通して，自他の認識や視点，言語表現
の違いなどに気付き，学習内容を再整理することで，更なる学びに繋がることを期待した。また，精
神疾患からの回復は，社会環境の整備が必要不可欠であることから，地域における包括的なケアや，
偏見，差別を減らすことが大切であり，精神疾患と向き合う人を思いやる心や配慮ある社会づくりに
ついて考えさせることとした。 

本研究では，「精神疾患の予防と回復」の単元を３つに分けたが，各時間で，どの学習内容を取り扱
うかを決めることに非常に苦労した。精神疾患の特徴のみでも内容が多く，学習指導案等を完成させ
た後は，深く掘り下げ切れていない印象が残ったため，改めて，保健の授業を効率的・効果的に計画
しなければならないと感じた。また，学習指導要領改訂に伴い，精神疾患の単元が新たに構成される
こととなったが，指導者自身が指導内容を深く理解し，生徒に身に付けさせたい資質・能力を明確に
したうえで，授業実践していかなければならないことも強く感じた。 
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日常的な応急手当 
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１．単元名「日常的な応急手当」 

２．単元の目標 

⑴日常的な応急手当の学習を通して，傷病者を発見した場合は，適切な応急手当を速やかに行う必要
があることを理解することができるようにする。 

⑵日常的な応急手当について，課題を発見し，応急手当に関する原則や概念に着目して解決の方法を
思考し判断するとともに，それらを表現することができるようにする。 

⑶日常的な応急手当についての学習に，主体的に取り組もうとすることができるようにする。 
３．単元について 

  中学校の保健分野において「適切な応急手当が障害の悪化を防ぐことができること」を学習してい
ることを踏まえ，高等学校での，科目「保健」における応急手当に関する授業を計画する必要がある。
高等学校では，日常的なけがが発生する原因や予防法，迅速な応急手当の方法についての課題を明確
にすることで理解を深め，解決するための学習を通して知識を習得するだけでなく，実生活の中で生
かせるようにすることが重要である。 

  また，近年，夏の暑さから熱中症で体調を崩す人が多く見られるようになり，夏場は常に熱中症に
対する適切な対応が求められるようになった。本単元では，熱中症への適切な対応や応急手当の方法
についても，グループワークなどを通して身に付けさせたいと考えている。グループワークでは，知
識を習得させるだけでなく，熱中症予防に対する意識を高めることで，適切な対処ができる生徒を育
みたい。 

４．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①応急手当の意義，手順や方

法，さらに，自ら進んで行う

態度，社会の救急体制の整備

や，それを適切に利用するこ

とが必要であることについ

て，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

②日常生活で起こる傷害や，熱

中症などの疾病の際には，そ

れに応じた体位の確保・止

血・固定などの基本的な応急

手当の方法や手順があること

について，実習を通して理解

したことを言ったり書いたり

しているとともに，応急手当

ができる。 

③心肺停止状態においては，急

①応急手当について，習得した

知識や技能を事故や災害で生

じる傷害や疾病に関連付け

て，悪化防止のための適切な

方法を発見している。 

②日常生活で起こる傷害の応急

手当の方法や手順について，

理解したことを整理してい

る。 

③安全な社会生活について，自

他や社会の課題解決の方法

と，それを選択した理由など

を話し合ったり，ワークシー

トなどに記述したりして，筋

道を立てて説明している。 

①応急手当について，課題解決

に向けた学習に主体的に取り

組もうとしている。 
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速に回復の可能性が失われつ

つあり，速やかな気道確保，

人工呼吸，胸骨圧迫，AED の

使用などが必要であること，

及び方法や手順について，実

習を通して理解したことを言

ったり書いたりしているとと

もに，AED などを用いた心肺

蘇生法ができる。 

５．指導と評価の計画（４時間） 

時間 ねらい・学習活動 重点 評価方法 

１ 

応
急
手
当
の
意
義 

応急手当の意義，手順や方法，さら

に，自ら進んで行う態度，社会の救急

体制の整備や，それを適切に利用する

ことが必要であることについて理解し

たことを説明できるようにする。 

１．本時の課題について考える。 

２．学習のねらいを知る。 

３．応急手当の意義，手順や方法につ

いて理解する。 

４．応急手当が必要な場面に遭遇した

とき，どのような行動が必要になる

かをグループで考え発表する。 

５．本時の学習のまとめをする。 

知 

① 

（学習活動３・４） 

応急手当の意義，手順や方法，さらに，自

ら進んで行う態度，社会の救急体制の整備

や，それを適切に活用することが必要であ

ることについて，理解したことを言ったり

書いたりしている内容を【観察・ワークシ

ート】で捉える。（知－①） 

２ 

日
常
的
な
応
急
手
当-

傷
害- 

本
時 

日常生活で起こる傷害には，傷害に

応じた体位の確保・止血・固定などの

基本的な応急手当の方法や手順がある

ことについて，グループでの調べ学習

を通して理解したことを整理すること

ができるようにする。 

１．前時の学習を振り返る。 

２．学習のねらいを知る。 

３．学習の方法を知る。 

４．傷害に対する応急手当の方法につ

いてのスライドを作成する。 

５．本時の学習のまとめをする。 

態 

① 

 

 

 

思

② 

（学習活動４） 

積極的な発言・参加により，グループでの

活動に主体的に取り組もうとすることがで

きているかを【観察，スライド】で捉え

る。（態－①） 

（学習活動５） 

日常生活で起こる傷害の応急手当の方法や

手順について理解し，整理した内容を【ス

ライド】で捉える。（思－②） 
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３ 

日
常
的
な
応
急
手
当‐

傷
害
と
熱
中
症‐

 

傷害に対する応急手当の方法につい

て，発表などを通して理解を深める。

また，熱中症の原因と発生時の対処

法，予防法について理解し，説明でき

るようにする。 

１．前時の学習を振り返る。（発表） 

２．学習のねらいを知る。 

３．クイズで熱中症の処置と予防につ

いての知識を習得する。 

４．熱中症の予防方法や応急手当の方

法についてグループ内で説明する。 

５．本時の学習のまとめをする。 

知

② 

 

 

 

 

思 

① 

（学習活動５） 

日常生活で起こる熱中症の際は，それに応

じた基本的な応急手当の方法や手順がある

ことについて理解したことを言ったり書い

たりできる内容を【観察・ワークシート】

で捉える。（知－②） 

（学習活動５） 

応急手当について，習得した知識や技能を

熱中症に関連付けて，悪化防止のための適

切な方法を発見している内容を【観察・ワ

ークシート】で捉える。（思－①） 

４ 

心
肺
蘇
生
法 

心肺停止状態においては，急速に回

復の可能性が失われつつあり，速やか

な気道確保，人工呼吸，胸骨圧迫，

AED の使用などが必要であること，及

び方法や手順について，実習を通して

理解したことを言ったり，書いたりし

ているとともに，AED などを用いた心

肺蘇生法ができるようにする。 

１．前時の学習を振り返る。 

２．学習のねらいを知る。 

３．心肺蘇生法の実習を行う。 

４．本時の学習のまとめをする。 

知 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

思 

③ 

  

（学習活動３） 

心肺停止状態においては，急速に回復の可

能性が失われつつあり，速やかな気道確

保，人工呼吸，胸骨圧迫，AED の使用などが

必要であること，及び方法や手順につい

て，実習を通して理解したことを言ったり

書いたりしているとともに，AED などを用い

た心肺蘇生法の理解や実習の状況を【観

察・ワークシート】で捉える。（知－③） 

（学習活動４） 

安全な社会生活について，自他や社会の課

題解決の方法と，それを選択した理由など

を話し合ったり，記述したりして，筋道を

立てて説明している内容を【ワークシー

ト】で捉える。（思－③） 

６．展開例① 

⑴日常的な応急手当-傷害- 
⑵本時の目標（２／４） 
・日常的な傷害に対する応急手当の方法について理解し，整理できるようにする。 

⑶展開       ：ねらい      ：学習内容      ：発問・指示など 
時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導 
入 
10 
分 

１．前時の学習を振り返る。 

 

２．学習のねらいを知る。 

 

 

 

 

○前時の主なポイントを発問し，挙手にて回

答させる。 

 

 

 

 

 

傷害によって，身体が時間の経過とともに悪化していくことを防ぐために，どのように

応急手当することが望ましいか調べてみよう。 
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３．学習の方法を知る。 

 

 

 

・３人程度のグループを作り，調べるテー

マを決定する。 

・調べ学習の進め方やスライド作成時のポ

イントを把握する。 

 

〇調べ学習の進め方やスライド作成時のポイ

ント，提出方法を説明し，理解させる。 

〇スライドの作成例及びスライドの構成に関

するアドバイスを示し，見通しをもたせ

る。 

【資料③，④】 

展
開
35
分 

４．傷害に対する応急手当の方法について

のスライドを作成する。 

・グループで役割分担する。 

・テーマについての情報収集をする。 

・収集した情報は，テキストに入力する。 

・収集した情報を活用して，スライドを作

成する。 

・スライドが完成したら，発表のための原

稿を作成する。 

・発表のための原稿が完成したら，発表の

練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

○グループワークを通して，日常的な傷害が

発生する原因や応急手当の方法，予防法に

ついて理解し，傷害が発生した時に，的確

に対処するイメージを共有させる。 

〇教室内を巡回し，進捗状況や出来映えを確

認する。 

○つまずきがあり，活動が停滞しているグル

ープには，適宜助言する。 

○発表のための原稿作成にあたっては，伝わ

りやすさに留意させる。 

○発表の練習の際は，伝わりやすさを考慮

し，スライドや原稿を修正するよう指導す

る。 

〇生徒が選択しなかったテーマのスライド

は，指導者が作成し，次時に紹介する。 

◆【主体的に学習に取り組む態度】 

積極的な発言・参加により，グループでの

活動に主体的に取り組もうとすることがで

きているかを【観察，スライド】で捉え

る。（態－①） 

ま
と
め
５
分 

５．本時の学習のまとめをする 

 

 

〇自己評価シート，振り返りアンケートの実

施方法等を説明し，可能な限り回答させ

る。 

○スライドや自己評価シート，振り返りアン

ケートが時間内に提出できない場合の提出

期限を伝える。 

◆【思考・判断・表現】 

日常生活で起こる傷害の応急手当の方法や

手順について理解し，整理した内容を【ス

ライド】で捉える。（思－②） 

○次時は，冒頭の振り返りで，いくつかのグ

ループに発表してもらうことを伝える。 

 

調べ学習の進め方などを踏まえて，本時

の見通しを持ちましょう。   【資料①，②】 

自己評価シートと振り返りアンケートを

実施することで，本時の学習内容を振り

返り，理解を深める。   【資料⑤，⑥】 
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⑷資料等 
   【資料① 調べ学習の進め方 テーマ】 

【資料② 発表へ向けての留意事項 スライド作成時のポイント】 

 
 

【資料③ スライド資料】 
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【資料④ スライドの構成に関するアドバイス】           【資料⑤ 自己評価シート】 

 

 

   【資料⑥ 振り返りアンケート】 
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７．展開例② 

５．指導と評価の計画の「２ 日常的な応急手当−傷害−」を，３時間計画で展開例を作成した。
これに伴い，４．単元の評価規準や５．指導と評価の計画との整合性を損なうが，別に示さず，資料
等も示さないこととした。 
⑴本時の目標（１／３）  
・日常的な傷害に対する応急手当の方法について理解し，整理できるようにする。 

⑵展開      ：ねらい     ：学習内容      ：発問・指示など 
時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導
入
10
分 

１．前時の学習を振り返る。 

 

２．学習のねらいを知る。 

 

 

 

 

３．学習の方法を知る。 

 

 

 

・３人程度のグループを作り，調べるテー

マを決定する。 

・調べ学習の進め方やスライド作成時のポ

イントを把握する。 

○前時の主なポイントを発問し，挙手にて回

答させる。 

 

 

 

 

 

〇調べ学習の進め方やスライド作成時のポイ

ント，提出方法を説明し，理解させる。 

〇スライドの作成例及びスライドの構成に関

するアドバイスを示し，見通しをもたせ

る。 

【資料③，④】 

展
開
35
分 

４．傷害に対する応急手当の方法について

のスライドを作成する。 

・グループで役割分担する。 

・テーマについての情報収集をする。 

・収集した情報は，テキストに入力する。 

・収集した情報を活用して，スライドを作

成する。 

・スライドが完成したら，発表のための原

稿を作成する。 

・発表のための原稿が完成したら，発表の

練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．スライドをクラウド型授業支援アプリ

から提出する。 

○グループワークを通して，日常的な傷害が

発生する原因や応急手当の方法，予防法に

ついて理解し，傷害が発生した時に，的確

に対処するイメージを共有させる。 

〇教室内を巡回し，進捗状況や出来映えを確

認する。 

○つまずきがあり，活動が停滞しているグル

ープには，適宜助言する。 

○発表のための原稿作成にあたっては，伝わ

りやすさに留意させる。 

○発表の練習の際は，伝わりやすさを考慮

し，スライドや原稿を修正するよう指導す

る。 

〇生徒が選択しなかったテーマのスライド及

び動画は，指導者が作成し，次時に紹介す

る。 

◆【主体的に学習に取り組む態度】 

積極的な発言・参加により，グループでの

活動に主体的に取り組もうとすることがで

きているかを【観察，スライド】で捉え

る。（態－①） 

学習の進め方などを踏まえて，本時の見

通しを持ちましょう。   【資料①，②】 

傷害によって，身体が時間の経過とともに悪化していくことを防ぐために，どのように

応急手当することが望ましいか調べてみよう。 
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ま
と
め
５
分 

６．次時の予告をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆【知識・技能】 

適切な知識でスライドが作成されているか

を【スライド】で捉える。 

◆【思考・判断・表現】 

図表や画像等を有効に活用し，理解しやす

い内容となっているかを【スライド】で捉

える。 

○準備できない物品については，相談するよ

う伝える。 

 

⑶本時の目標（２／３） 
・グループで協力し，日常的な応急手当について学んだことを生かし，他の生徒に周知できる分かり

やすい動画を作成できるようにする。 

⑷展開      ：ねらい     ：学習内容      ：発問・指示など 
時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

10 

分 

１．本時の内容を確認する。 

・動画作成のポイントを知る。 

・指導者が作成した動画を視聴する。 

 

２．学習のねらいを知る。 

 

 

 

〇動画作成の方法と相互評価について確認

し，学習の見通しを持たせる。 

○動画を視聴することで，学習内容を学び，

動画作成の具体的な見通しを持たせる。 

展 

開 

30 

分 

３．グループで動画を作成する。 

 

 

 

 

 

４．動画をクラウド型授業支援アプリから

提出する。 

◆【主体的に学習に取り組む態度】 

グループで協力し，円滑に動画を作成しよ

うとしているかを【観察】で捉える。 

◆【思考・判断・表現】 

伝えたいことが明確で，選んだテーマに対

する応急手当のポイントが抑えられてお

り，分かりやすい動画になっているかを

【動画】で捉える。 

◆【知識・技能】 

適切な方法で応急手当（実技）ができてい

るかを【動画】で捉える。 

〇動画作成のアドバイスを適宜行い，円滑に

進めさせる。 

ま 

と 

め 

10 

分 

５．次時の予告をする。 

・他のグループが作成した動画を視聴し，

相互評価・投票・発表を行う。 

〇再度，相互評価の内容等を確認させ，次時

の学習内容を把握させる。 

○次時は，動画視聴で使用するイヤホン又は

ヘッドホンを持参するよう伝える。 

日常的な応急手当について，学んだことを生かして動画作成（視聴）することで，理解

を深めましょう。 

どのような言葉を使ったら、他の人に

分かりやすく伝わるか考えながら作成

しよう。 

・スライドが完成していないグループ

は，課題として授業時間外で作成・提

出する。 

・完成したスライドをもとに，講義動画

と実技動画を作成する。 

・実技動画作成時に必要な物品をグルー

プで相談し，次時までに準備すること。 
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⑸本時の目標（3／３） 
  ・他のグループが作成した動画を視聴し，良い点や疑問点を挙げ，相互評価することで，応急手当の

理解を深めることができるようにする。 

⑹展開      ：ねらい     ：学習内容      ：発問・指示など 
時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導
入
５
分 

１．本時の内容を確認する。 

他のグループが作成した動画で学習・評

価し，投票，発表を行う。 

 

２．学習のねらいを知る。 

 

 

 

 

〇講義動画と実技動画を共有フォルダに保存

し，他のグループの動画を確認させる。 

展
開
①
30
分 

３．動画を視聴し，相互評価をする。 

・他のグループが作成した動画を視聴し，

相互評価シートを完成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．相互評価シートを当該グループへ送付

する。 

・クラウド型授業支援アプリで，相互評価

シートを当該グループへ送信する。 

・自身のグループに送付された相互評価シ

ートの記載内容を確認する。 

 

○視聴する動画は，３テーマ（講義・実技）

とする。 

○動画視聴は，１人で行わせる。 

○動画視聴後は，各自のタイミングで速やか

に相互評価シート等に取り組ませる。 

◆【思考・判断・表現】 

動画を視聴し，良い点や疑問点を挙げ，相

互評価できているかを【相互評価シート】

で捉える。 

◆【主体的に学習に取り組む態度】 

動画視聴に伴うメモが細かく取られ，丁寧

にまとめようとしているかを【相互評価シ

ート】で捉える。 

 

〇タブレット端末の操作方法や提出方法につ

いては，適宜アドバイスを行う。 

 

○自身のグループに送付された相互評価シー

ト内容に基づいて，グループで学習活動を

振り返らせる。 

他のグループが作成した動画を視聴し、具体的な感想や疑問点を挙げ、相互評価するこ

とで，応急手当の理解を深めよう。 

あらゆる場面を想定して、動画の手順に

誤りがないか、対応できないケースはな

いかを考えながら相互評価しよう。 
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展
開
②
10
分 

５．投票する。（１人１票） 

・視聴した３テーマの動画の中で，最も出

来映えが良いと感じたグループに投票す

る。 

 

６．投票結果を全体発表する。 

 

 

 

〇共有フォルダ内で，グループの得票数を確

認させる。 

 

 

 

○最も多くの票を獲得したグループから，ス

ライドや動画作成時に配慮したことなどを

発表させる。 

ま
と
め
５
分 

７．補足説明及び本時のまとめをする。 

 

 

 

８．自己評価シート及び振り返りアンケー

トを記入する。 

 

〇指導者より日常的な応急手当の意義につい

て再度確認し，理解させるとともに，補足

説明が必要な内容について解説する 

 

〇自己評価シート及び振り返りアンケートを

記入させ，クラウド型授業支援アプリで提

出させる。 
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８．考察・まとめ 

  本研究では，「日常的な応急手当」の単元の中で，生徒に身に付けさせたい資質・能力が２つあると

考えた。１つ目は，傷害によって傷病者の容態が悪化しないように，迅速に正しく応急手当できるこ

とであり，２つ目は，傷病者発見時に周囲の大人や救急隊などに対して，的確に状況説明できること

である。この資質・能力を育むために，応急手当の適切な知識や手順を学んだ上で，生徒が相互に説

明し合える授業を計画した。グループワークでは，各グループのアイデアに任せ，展開例①では，ス

ライドのまとめ方，展開例②ではスライド作成に加え，動画を作成する中で，他の生徒への伝わりや

すさを考えさせ，「思考力，判断力，表現力等」の育成に重点を置いた。 

  また，本研究では，クラウド型授業支援アプリを活用し，生徒の学習活動や情報共有などを行う授

業のデザインとした。「日常的な応急手当」では，様々な傷害の応急手当を周知することが望ましいた

め，瞬時に多くの情報を共有することができるクラウド型授業支援アプリの活用は，効果的・効率的

であると思う。 

  学習評価については，単元の学習内容や生徒の学習活動を踏まえて，各観点をバランスよく評価す

ることに留意した。授業中における生徒の学習活動（主にグループワーク）での「主体的に学習に取

り組む態度」の評価については，グループワークにおいて，積極的な発言や参加が見られるか，グル

ープで協力して効率よくスライドを作成しているかなどを確認し，観察による評価で，適宜，帳簿に

記録することとした。また，「知識・技能」や「思考・判断・表現」の評価は，授業中に作成されるス

ライドや動画，各種ワークシート（相互評価シートなど）の内容から捉えた。スライドや動画，ワー

クシートについては，クラウド型授業支援アプリで共有したため，いつでも確認することができ，授

業時間外に，評価規準に沿って丁寧に評価することとした。 

  実際に授業を実践した結果，生徒が考える作成物の内容や発表方法は，発想の豊かさに驚きと感心

が多々あったり，あるグループでは，授業のように講義を行う動画を作成したり，スライドに音声を

録音したり，ロールプレイング形式で動画を作成したりするグループがあるなど，各グループで様々

な工夫が凝らされていた。生徒同士による相互評価については，このことが計画されていることで，

出来映えに対する興味関心が高まり，より良い動画を作成しようとする意欲の喚起につながったと考

えている。  

これらの授業実践をする中で，応急手当について深く理解し，日常生活の中で傷病者を発見した際

に適切な対応ができるようになれば，傷病者の怪我等の悪化防止や苦痛の軽減，命を救うことにもつ

ながる可能性がある。 

今後も，応急手当の学習をさらに充実させることで，傷病者発見時の自身の不安や焦り，恐怖感な

どを緩和し，適切に対応できる力を身に付けさせたり，傷病者の心理的な安定を保たせたりすること

ができるような人材を育てていきたい。 
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